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コ
ラ
ム

四万十川　上岡沈下橋（高知県四
し

万
まん

十
と

町
ちょう

）

上岡沈下橋（向山橋）は昭和38年に
架設され、全長60ｍ、幅3.7mで、
上岡集落の本村と対岸にある向山を
結んでいる。この橋は、四万十市に
ある口屋内沈下橋（屋内大橋）を参
考に作られたもので、沈下橋には珍
しい曲線美の独自フォルムをしてい
る。また、付近の川は急流となって
いることから、水の抵抗を減らす機
能面も兼ね備えている。

写真キャプション

清
流
四
万
十
川
は
四
国
山
地
か
ら
流
れ
出
し
、
蛇

行
を
繰
り
返
し
て
太
平
洋
に
流
れ
で
る
。
中
流
域

の
四
万
十
町
が
合
併
前
に
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て

1
9
9
4
年
に
設
立
し
た
の
が
株
式
会
社
四
万
十
ド

ラ
マ
だ
。
正
社
員
1
名
、
臨
時
社
員
1
名
で
、
民
家

の
一
室
か
ら
始
ま
っ
た
。
現
在
ま
で
組
織
を
牽
引
し

て
き
た
の
が
畦
地
履
正
さ
ん
57
歳
で
、
20
代
後
半
、

地
元
J
A
か
ら
の
転
身
だ
っ
た
。

お
茶
や
栗
を
活
用
し
た
商
品
開
発
と
販
売
が
中

心
だ
っ
た
が
、
大
き
な
転
機
は
10
年
後
、
道
の
駅

四
万
十
と
お
わ
の
開
業
に
合
わ
せ
て
、
三
セ
ク
を
完

全
民
営
化
し
新
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
2
0
0
5

年
。開
業
し
た
道
の
駅
の
指
定
管
理
者
に
も
な
っ
た
。

U
タ
ー
ン
し
た
若
者
た
ち
が
生
き
生
き
と
働
き
、
開

業
9
ヶ
月
で
10
万
人
の
来
場
者
を
達
成
す
る
な
ど
、

そ
の
経
営
は
全
国
で
評
判
と
な
っ
た
。
転
機
は
ま
た

10
年
後
に
訪
れ
た
。ち
ょ
っ
と
し
た
行
き
違
い
か
ら
、

四
万
十
ド
ラ
マ
は
道
の
駅
の
指
定
管
理
業
務
か
ら
外

れ
た
。

道
の
駅
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
、
昨
秋
、
心
配
し
な

が
ら
訪
ね
た
。
何
と
一
番
目
立
つ
と
こ
ろ
に
四
万
十

ド
ラ
マ
の
商
品
が
置
い
て
あ
る
。
ひ
と
安
心
し
た
と

こ
ろ
に
畦
地
さ
ん
が
元
気
な
笑
顔
で
現
れ
た
。
聞
い

て
み
る
と
、
以
前
一
緒
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
昨
年
か

ら
経
営
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
。

地
元
の
栗
や
芋
を
加
工
し
た
四
万
十
ド
ラ
マ
の
商

品
は
評
判
が
高
い
。
東
京
や
大
阪
の
デ
パ
ー
ト
か
ら

も
催
事
の
出
店
要
請
が
く
る
。
だ
が
原
材
料
の
栗
と

芋
が
足
り
ず
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
農
産

物
の
生
産
拡
大
が
必
須
だ
。
提
携
す
る
農
家
に
分
か

り
易
い
指
標
を
示
し
な
が
ら
芋
や
野
菜
の
栽
培
を
拡

大
し
て
も
ら
う
。
J
A
と
連
携
し
て
栗
の
栽
培
も
増

や
す
。
そ
れ
で
も
足
り
な
い
の
が
生
産
を
担
う
農
業

人
材
だ
。
畦
地
さ
ん
は
地
元
出
身
の
篤
志
家
か
ら
土

地
と
家
屋
の
寄
託
を
受
け
、
有
機
農
業
や
林
業
を
担

う
人
材
育
成
の
た
め
の
宿
泊
研
修
施
設
の
開
設
を
準

備
し
て
い
る
。

四
万
十
川
を
見
下
ろ
す
国
道
沿
い
に
梅
原
真
さ
ん

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
し
ま
ん
と
地
栗
工
場
も
完
成
し

た
。
従
業
員
も
20
名
を
超
え
、
地
元
若
者
の
雇
用
の

場
と
な
っ
て
い
る
。
社
員
に
よ
る
中
学
生
へ
の
環
境

教
育
支
援
も
、
学
校
か
ら
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
四
万
十
川
に
負
担
を
か
け
な
い
も
の
づ
く
り
」

が
四
万
十
ド
ラ
マ
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
四
万
十
川
は
右

往
左
往
と
蛇
行
し
て
い
く
。
10
年
ご
と
に
大
き
な
転

機
を
迎
え
て
き
た
四
万
十
ド
ラ
マ
は
、
こ
れ
か
ら
も

ゆ
っ
た
り
と
蛇
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
新
し
い
農

山
村
の
あ
り
方
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

法
政
大
学
名
誉
教
授

岡お
か

﨑ざ
き　

昌ま
さ

之ゆ
き

四
万
十
川
に
負
担
を
か
け
な
い
も
の
づ
く
り

令
和
３
年
７
月
か
ら
の
一
連
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
避
難
の
あ
り
方
に
つ
い
て
�
���


⑵

「
か
ら
む
し
織
の
里
奥
会
津
昭
和
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先
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的
過
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１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

令
和
３
年
７
月
か
ら
の
一
連
の
豪
雨
災

害
で
は
、
洪
水
や
土
石
流
等
に
よ
り
多
く

の
方
が
亡
く
な
る
被
害
が
連
続
し
て
発
生

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
般
の
一
連
の
豪
雨
災
害
を
受
け
て
、

内
閣
府
に
お
い
て
「
令
和
３
年
７
月
か
ら

の
一
連
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
避
難
に

関
す
る
検
討
会
」（
以
下
「
本
検
討
会
」
と

い
う
。）
を
設
置
し
、
住
民
の
避
難
行
動

や
市
町
村
に
よ
る
避
難
情
報
の
適
切
な
発

令
に
関
し
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

令
和
４
年
２
月
４
日
に
「
令
和
３
年
７
月

か
ら
の
一
連
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
避

難
の
あ
り
方
に
つ
い
て（
報
告
）」が
公
表

さ
れ
た
た
め
、
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

２２　　

��

避
難
に
対
す
る
基
本
姿
勢
と

避
難
に
対
す
る
基
本
姿
勢
と��

こ
れ
ま
で
の
取
組

こ
れ
ま
で
の
取
組

我
が
国
は
、
河
川
氾
濫
に
よ
り
形
成
さ

れ
た
沖
積
平
野
に
多
く
の
人
口
が
居
住
し

て
お
り
、
急
峻
な
地
形
を
有
す
る
国
土
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
地
質
が
脆
弱
な
地
域

も
多
い
と
い
う
地
形
・
地
質
条
件
を
有
し

て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
台
風
等
に
よ
る
豪

雨
が
高
い
頻
度
で
発
生
す
る
と
い
う
気
象

条
件
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
害
・
土
砂
災

害
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
地
理
的
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
行
政
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
ら
の
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
避
難
情
報
の
発
令
基
準

の
整
備
等
の
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
が
図
ら

れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨

で
は
、
河
川
堤
防
等
の
施
設
能
力
を
超
え

る
豪
雨
と
な
り
、
避
難
が
間
に
合
わ
ず
、

死
者
・
行
方
不
明
者
が
２
０
０
名
を
超
え

る
極
め
て
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
。
こ
の

未
曾
有
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
課
題
を
教
訓

と
し
、
避
難
対
策
の
強
化
を
検
討
す
る
た

め
、
平
成
30
年
８
月
に
中
央
防
災
会
議
の

防
災
対
策
実
行
会
議
の
も
と
に
「
平
成
30

年
７
月
豪
雨
に
よ
る
水
害
・
土
砂
災
害
か

ら
の
避
難
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告
に

お
い
て

・
防
災
行
政
の
現
状
と
し
て
、「
突
発
的

に
発
生
す
る
激
甚
な
災
害
に
対
し
、
既
存

の
防
災
施
設
や
行
政
主
導
の
ソ
フ
ト
対
策

の
み
で
は
災
害
を
防
ぎ
き
れ
な
い
」こ
と
、

「
行
政
を
主
と
し
た
取
組
で
は
な
く
、
国

民
全
体
で
共
通
理
解
の
も
と
、
住
民
主
体

の
防
災
対
策
に
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
こ
と

・
目
指
す
社
会
と
し
て
、「
住
民
が
『
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
』
意
識
を
持
っ
て

自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動
を
と
り
、
行
政

は
そ
れ
を
全
力
で
支
援
す
る
と
い
う
住
民

主
体
の
取
組
強
化
に
よ
る
防
災
意
識
の
高

い
社
会
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と

と
い
っ
た
基
本
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
基
本
姿
勢
の
も
と
で
、
令
和

元
年
度
出
水
期
に
は
、
避
難
情
報
や
防
災

気
象
情
報
等
の
防
災
情
報
を
住
民
が
直
感

的
に
理
解
で
き
る
よ
う
、
５
段
階
の
警
戒

レ
ベ
ル
を
用
い
た
情
報
提
供
が
開
始
さ
れ

た
。し

か
し
な
が
ら
、
令
和
元
年
台
風
第
19

号
で
は
、
避
難
を
し
な
か
っ
た
、
あ
る
い

は
避
難
が
遅
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
多
く

の
方
が
亡
く
な
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
課
題
を
踏
ま
え
て
、
令
和
２
年
６
月

に
「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
等
を
踏
ま
え

た
避
難
情
報
及
び
広
域
避
難
等
に
関
す
る

サ
ブ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
Ｓ

Ｗ
Ｇ
」
と
い
う
。）」
等
に
お
い
て
、
避
難

情
報
に
関
す
る
制
度
面
も
含
め
た
検
討
が

進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｗ
Ｇ
か
ら
の

提
言
を
踏
ま
え
て
、
令
和
３
年
５
月
に
災

害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
従
前
の
警

戒
レ
ベ
ル
４
に
あ
っ
た
「
避
難
勧
告
」
と

「
避
難
指
示
」
に
つ
い
て
、
避
難
す
べ
き

タ
イ
ミ
ン
グ
を
明
確
に
す
る
た
め
「
避
難

指
示
」
へ
と
一
本
化
す
る
な
ど
、
避
難
情

報
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
見
直
し

が
図
ら
れ
た
。

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
に
よ
る
水

令和３年７月からの一連の豪雨災害を令和３年７月からの一連の豪雨災害を
踏まえた避難のあり方について踏まえた避難のあり方について
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害
・
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
多
く

の
方
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
災
害
に
よ
り
命
を
失
う
人
が
一
人
で
も

少
な
く
な
る
よ
う
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨

か
ら
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
避
難
に
対
す
る

基
本
姿
勢
の
も
と
、
引
き
続
き
、
避
難
対

策
の
強
化
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
検
討
会
で
は
、
令
和
３
年
７
月
か
ら

の
一
連
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
て
、
住
民

の
避
難
行
動
や
市
町
村
に
お
け
る
避
難
情

報
の
発
令
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
た
か
、

と
い
う
観
点
か
ら
災
害
を
振
り
返
り
、
今

後
の
避
難
対
策
の
強
化
に
向
け
て
実
施
す

べ
き
対
応
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。（
図

１
参
照
）。

な
お
、本
検
討
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、

市
町
村
長
や
行
政
職
員
に
も
委
員
を
務
め

て
頂
き
、
併
せ
て
、
開
催
に
先
立
ち
、
内

閣
府
に
お
い
て
、
市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
や
、
市
町
村
長
へ
の
ご
意
見
の

聴
取
を
行
い
、
議
論
の
参
考
と
さ
せ
て
頂

い
た
。

３３　　

��

住
民
の
適
切
な
避
難
行
動
の

住
民
の
適
切
な
避
難
行
動
の��

促
進
促
進

⑴�

住
民
の
適
切
な
避
難
行
動
の
促
進
に
向

け
た
課
題

住
民
は
、
平
時
か
ら
自
ら
が
住
む
地
域

に
お
け
る
災
害
リ
ス
ク
や
と
る
べ
き
避
難

行
動
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に

防
災
情
報
を
住
民
自
ら
が
主
体
性
を
も
っ

て
積
極
的
に
入
手
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
、
正
し
く
認
識
で
き
て
い
な
い
人
も

い
る
。

ま
た
、
避
難
の
実
効
性
が
高
い
地
域
で

は
、
防
災
に
関
す
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
が
、
全
国
的
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
十

分
に
育
っ
て
い
な
い
。

他
方
、
参
加
型
・
体
験
型
の
実
践
的
な

取
組
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
地
域
に
お
け
る

災
害
を
「
我
が
こ
と
」
と
し
て
捉
え
て
い

る
地
域
が
あ
る
が
、
全
国
的
に
は
こ
う
し

た
取
組
は
一
部
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
区
防
災
計
画
に
関
す
る
取

組
を
通
じ
て
、
住
民
自
ら
が
計
画
の
作
成

に
主
体
的
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
住
民

同
士
で
地
域
の
防
災
に
関
す
る
情
報
の
共

有
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
防

災
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
区
防
災

計
画
の
意
義
や
必
要
性
に
関
す
る
住
民
の

理
解
が
不
足
し
て
い
る
。

学
校
に
お
い
て
は
、
全
国
の
概
ね
す
べ

て
の
小
・
中
学
校
で
避
難
訓
練
等
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
特
有
の
防
災
課
題

に
応
じ
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
学

校
は
少
な
く
、
内
容
の
定
型
化
・
形
骸
化

も
見
ら
れ
る
。

他
に
も
、
周
囲
か
ら
の
呼
び
か
け
や
迫

令和３年７月からの一連の豪雨災害を踏まえた避難のあり方について（概要）

《《個個人人》》
・・住民は、平時から自分が住む地域における災災害害リリススククやや避避難難行行動動等等をを理理解解すするる
とともに、災害時に防防災災情情報報をを主主体体的的にに入入手手すするることが重要であるが、正正ししくく認認識識
ででききてていいなないい人もいる。

《《地地域域》》
・避難の実効性が高い地域では、防防災災にに関関すするる地地域域ののリリーーダダーー的的存存在在が重要な役割
を担っているが、全国的にはリリーーダダーーがが十十分分にに育育っってていいなないい。

・参参加加型型・・体体験験型型のの実実践践的的なな取取組組によって、災害を「「我我ががこことと」」として捉えている地域
があるが、全国的にはこうした取組は一一部部のの地地域域にに限限らられれてていいるる。

・地区防災計画に関する取組を通じて、住住民民自自ららがが計計画画作作成成へへ主主体体的的にに参参画画すると
ともに、住住民民のの間間でで地地域域防防災災にに関関すするる情情報報共共有有をを強強化化することにより、地域の防災
力の更なる向上を図っていくことが重要であるが、、住住民民等等のの地地区区防防災災計計画画のの意意義義やや
必必要要性性にに関関すするる理理解解がが不不足足ししてていいるる。

《《学学校校》》
・全国の概ね全ての小・中学校で避難訓練等が実施されているが、地地域域特特有有のの防防災災
課課題題にに応応じじたた避避難難訓訓練練をを実実施施ししたた学学校校はは少少ななくく、、内内容容のの定定型型化化・・形形骸骸化化もも見見らられれるる。

避難情報が発令されても、住民が適切に避難行動を
とれていないのではないか

「「自自ららのの命命はは自自ららがが守守るる」」意意識識をを持持つつ
目目指指すす社社会会

住民

行政

市町村は、避難情報の発令を躊躇するなど、
適切に避難情報を発令できていないのではないか

住住

民民

課課題題

行行

政政

住住民民がが適適切切なな避避難難行行動動ををととれれるるよようう全全力力でで支支援援すするる

・地域における防災教育の推進
対応❶ 地域の防災活動の中心となるリリーーダダーーのの育育成成
対応❷ 参参加加型型・・体体験験型型のの実実践践的的なな防防災災活活動動の展開

・学校における防災教育の推進
対応❸ 全ての小・中学校で実実践践的的なな防防災災教教育育を実施
対応❹ 地地域域とと学学校校がが連連携携ししたた防防災災教教育育の支援

・地区防災計画の作成推進
対応❺ 地地区区防防災災計計画画のの作作成成推推進進を通じた地域防災力の向上

課課題題 住住民民のの適適切切なな避避難難行行動動のの促促進進にに向向けけたた対対応応

市市町町村村にによよるる避避難難情情報報のの適適切切なな発発令令にに向向けけたた対対応応

①住民一人一人の「自らの命は自らが守る」意識が低いのではないか

②災害の切迫感・臨場感が住民に伝わっていないのではないか

①市町村における災害対応に関する理解が十分ではないのではないか

②避難情報の発令において、技術的な判断が難しいのではないか

③避難情報の発令において、心理的な負担があるのではないか

①住民一人一人の「自らの命は自らが守る」意識の向上

②災害の切迫感・臨場感を住民に伝えることで避難行動を後押し

①市町村における災害対応に関する理解の向上

②市町村に対する技術的な支援の充実

・地域における防災教育の推進
対応❶ 地域の防災活動の中心となるリリーーダダーーのの育育成成
対応❷ 参参加加型型・・体体験験型型のの実実践践的的なな防防災災活活動動の展開

・学校における防災教育の推進
対応❸ 全ての小・中学校で実実践践的的なな防防災災教教育育を実施
対応❹ 地地域域とと学学校校がが連連携携ししたた防防災災教教育育の支援

・地区防災計画の作成推進
対応❺ 地地区区防防災災計計画画のの作作成成推推進進を通じた地域防災力の向上

対応❻ 人の行動特性を踏まえた、住住民民のの避避難難をを効効果果的的にに促促すす取取組組のの推推進進
対応❼ 防災デジタルに関する技術を活用した避避難難行行動動をを促促すす取取組組のの推推進進

・市町村は、住民の生命、身体及び財産を災害から保護するために災害対応にあた
る必要があるが、市市町町村村にによよっっててはは、、被被災災経経験験がが少少なないい等等のの理理由由にによよりり、、平平時時かからら
のの備備ええをを含含めめたた、、災災害害対対応応へへのの理理解解がが十十分分ででははなないい場場合合ががああるる。。

・市町村は、防災気象情報等を参考として、避難情報を発令するが、刻々と変化する
情報を判断するには技術的素養を要する。市市町町村村にによよっっててはは、、技技術術力力をを有有すするる
職職員員がが不不足足ししてておおりり、、技技術術的的なな判判断断がが難難ししいい。

・避難情報の発令は住民に具体的な行動を求めるものであるが、避難情報を発令し
ても災害が起きず空空振振りりににななるるここととでで、、住住民民のの避避難難情情報報へへのの信信頼頼性性をを損損ななうう等等のの
懸懸念念がが生生じじるる。

・住民に避難行動を求めることによって、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症やや避避難難中中にに被被災災
すするるなど、かかええっってて住住民民ががリリススククににささららさされれるるおおそそれれもある。

・周囲からの呼びかけや臨場感ある画像の提供などの対応により、災災害害時時にに住住民民のの
避避難難をを促促ししてていいるる事事例例ががああるるがが、、ここののよよううなな取取組組のの普普及及がが必必ずずししもも十十分分ででははなないい。。

対応❿ 国・都道府県や気象の専門家などが技術的な助言を行う等により、
市市町町村村ににおおけけるる避避難難情情報報のの発発令令をを支支援援

〇行行政政はは、平時からの防災教育と啓発を通じて、住民の「自らの命は自らが守る」意
識の徹底を図るとともに、災害時には、住住民民がが主主体体的的なな避避難難行行動動ををととれれるるよようう全全力力でで
支支援援することが重要である。特に、避難情報の発令は、住民の生命を守るための災
害時における市町村長の重大な使命である。

○こうした住住民民主主体体のの防防災災対対策策へへのの転転換換がが必必要要ででああるるここととをを行行政政ががししっっかかりりとと理理解解
した上で、避難情報が適切に発令できるよう、市市町町村村のの人人材材育育成成やや専専門門家家等等かからら
市市町町村村へへのの支支援援のの充充実実をを図図るることにより、災災害害対対応応力力をを向向上上すするることが重要である。

対応❽ 市町村長や危機管理の責任者等に対する避避難難情情報報のの適適切切なな発発令令等等にに
資資すするる研研修修のの充充実実

対応❾ 空振りを減らし、住民が我がこと感を持てるよう、災災害害リリススククののああるる区区域域
等等にに適適切切にに発発令令対対象象をを絞絞りり込込むむたためめのの取取組組のの推推進進

○激甚化・頻発化する災害の中、一人一人の状況に即した避難情報の発令は困難
であり、避難の最終判断は個人に委ねられることから、住住民民はは、、「「自自ららのの命命はは自自ららがが
守守るる」」意意識識をを持持ちち、、主主体体的的にに避避難難行行動動ををととるることが必要。

○こうした住民主体の防災意識の定着は、一朝一夕に成し得るものではなく、災害文
化を醸成する機運を高めていくために、粘粘りり強強くく持持続続的的にに、、地地域域ににおおいいてて防防災災にに関関
すするる教教育育とと啓啓発発活活動動をを続続けけてていいくくことが必要である。

○また、災害文化を根付かせるための継続的な取組と併せ、早早期期にに避避難難のの実実効効性性をを
高高めめるる取組も重要である。

（
図
１
）�

令
和
３
年
７
月
か
ら
の
一
連
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
避
難
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
概
要
）
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り
く
る
災
害
の
臨
場
感
あ
る
画
像
の
配
信

な
ど
の
対
応
で
、
災
害
が
切
迫
し
て
い
る

こ
と
を
住
民
に
伝
え
、
住
民
に
危
機
感
を

持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
住
民

避
難
を
効
果
的
に
促
し
て
い
る
事
例
が
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
取
組
の
普
及
啓
発
が

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。

⑵�

住
民
の
適
切
な
避
難
行
動
の
促
進
に
向

け
た
対
応
の
方
向
性

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
の
中
、
一

人
一
人
の
状
況
に
即
し
た
避
難
情
報
の
発

令
は
困
難
で
あ
り
、
避
難
の
最
終
判
断
は

個
人
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、住
民
は
、

「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
意
識
を
持

ち
、
主
体
的
に
避
難
行
動
を
と
る
必
要
が

あ
る
。
こ
う
し
た
住
民
主
体
の
防
災
対
策

へ
の
転
換
は
、
一
朝
一
夕
に
成
し
得
る
も

の
で
は
な
く
、
災
害
文
化
を
醸
成
す
る
機

運
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
粘
り
強
く
持

続
的
に
、
地
域
に
お
い
て
防
災
に
関
す
る

教
育
と
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

⑶
実
施
す
べ
き
主
な
取
組

①�

住
民
一
人
一
人
の
「
自
ら
の
命
は
自
ら

が
守
る
」
意
識
の
向
上

過
去
の
災
害
に
お
い
て
、
適
切
な
避
難

に
よ
り
命
を
救
え
た
事
例
を
見
る
と
、
平

時
か
ら
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
地

域
で
防
災
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
住
民
の

防
災
意
識
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
住
民

が
、
主
体
的
に
参
加
型
・
体
験
型
の
実
践

的
な
防
災
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災
教
育
の
場
面
で

は
、
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
や

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
始
め
、
防
災
教

育
の
充
実
が
逐
次
図
ら
れ
て
き
た
も
の

の
、
一
部
、
形
骸
化
等
も
見
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
「
自
ら
の
命
は
自

ら
が
守
る
」
意
識
を
身
に
つ
け
、
将
来
の

地
域
に
お
け
る
防
災
の
担
い
手
と
し
て

育
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
地
域
と
学
校
が

連
携
し
て
、
実
践
的
な
防
災
教
育
を
着
実

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
地
区
防
災
計
画
制
度
に
よ
り
地

域
住
民
と
市
町
村
の
連
携
を
強
化
し
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

活
か
す
こ
と
で
、
実
効
性
あ
る
避
難
行
動

に
結
び
付
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
参
加

型
・
体
験
型
の
防
災
活
動
や
実
践
的
な
防

災
教
育
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
で
は
、
さ

ら
な
る
防
災
意
識
の
向
上
と
定
着
を
図
る

た
め
の
手
段
と
し
て
、
地
区
防
災
計
画
の

作
成
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②�

災
害
の
切
迫
感
・
臨
場
感
を
住
民
に
伝

え
る
こ
と
で
避
難
行
動
を
後
押
し

災
害
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う

た
め
に
は
、
災
害
文
化
を
根
付
か
せ
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
継
続
的
な
取
組
と
併
せ
、

早
期
に
避
難
の
実
効
性
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
、
人
の
行
動
特
性
を
踏
ま
え
た
、
避
難

を
促
す
取
組
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
災

害
の
切
迫
感
・
臨
場
感
が
住
民
に
伝
わ
り
、

住
民
が
危
機
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
図
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
（
図
２
参
照
）。

４４　　

��

市
町
村
に
よ
る
避
難
情
報
の

市
町
村
に
よ
る
避
難
情
報
の��

適
切
な
発
令

適
切
な
発
令

⑴�
避
難
情
報
の
適
切
な
発
令
に
向
け
た�

課
題

市
町
村
は
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、
防
災

対
応
に
あ
た
る
必
要
が
あ
る
が
、
市
町
村

に
よ
っ
て
は
、
災
害
対
応
の
経
験
が
少
な

い
等
の
た
め
、
平
時
か
ら
の
備
え
を
含
め

た
災
害
対
応
へ
の
理
解
が
十
分
で
は
な
い

場
合
が
あ
る
。

一
方
で
、
災
害
時
に
は
市
町
村
は
、
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
適
切
な
範
囲
に
避
難

情
報
を
発
令
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
防
災
気
象
情
報
等
の
内
容
が
専
門

的
で
あ
り
、
刻
々
と
変
わ
る
防
災
気
象
情

報
や
現
地
の
状
況
を
も
と
に
地
域
に
お
け

る
今
後
の
見
通
し
等
を
判
断
す
る
に
は
専

門
的
な
技
術
力
を
要
す
る
が
、
市
町
村
に

よ
っ
て
は
、
技
術
職
員
が
不
足
し
て
い
る

等
に
よ
り
、
適
時
的
確
な
技
術
的
判
断
が

難
し
い
。

ま
た
、
避
難
情
報
の
発
令
は
住
民
に
具

体
的
な
行
動
を
促
す
も
の
で
あ
る
が
、
避

難
情
報
を
発
令
し
て
も
災
害
が
起
き
ず
空

振
り
に
な
る
こ
と
で
、
住
民
の
避
難
情
報

へ
の
信
頼
性
を
損
な
う
等
の
懸
念
が
生
じ

る
。
加
え
て
、
住
民
に
避
難
行
動
を
促
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
罹
患
や
立
退
き
避
難
中
に
被
災

す
る
な
ど
、
か
え
っ
て
住
民
が
リ
ス
ク
に

さ
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

⑵�

避
難
情
報
の
適
切
な
発
令
に
向
け
た
方

向
性

行
政
は
、
平
時
か
ら
の
防
災
教
育
と
啓

発
を
通
じ
て
、
住
民
の
「
自
ら
の
命
は
自

ら
が
守
る
」
意
識
の
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
は
、
住
民
が
主
体
的
な
避

（図２）　�防災デジタルに関する技術を用いて、住民
に災害の切迫感・臨場感を伝える例

（出典）�令和３年７月からの一連の豪雨災害を踏まえた避難の
あり方について（報告）参考資料１（補足説明）より
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難
行
動
を
と
れ
る
よ
う
全
力
で
支
援
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
避
難
情
報

の
発
令
は
、
住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
の

災
害
時
に
お
け
る
市
町
村
長
の
重
大
な
使

命
で
あ
る
。

こ
う
し
た
住
民
主
体
の
防
災
対
策
へ
の

転
換
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
行
政
が
し
っ

か
り
と
理
解
し
た
上
で
、
避
難
情
報
が
適

切
に
発
令
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
の
人
材

育
成
や
専
門
家
等
か
ら
市
町
村
へ
の
支
援

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
対
応

力
を
向
上
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑶�

実
施
す
べ
き
主
な
取
組

①�

市
町
村
に
お
け
る
災
害
対
応
に
関
す
る

理
解
の
向
上

被
災
経
験
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

市
町
村
が
円
滑
に
災
害
対
応
を
行
え
る
よ

う
、
知
見
を
有
す
る
人
材
の
育
成
や
平
時

か
ら
の
避
難
情
報
の
発
令
基
準
の
整
備
に

よ
り
、
災
害
対
応
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②�

市
町
村
に
対
す
る
技
術
的
な
支
援
の
充
実

市
町
村
に
お
け
る
災
害
対
応
力
の
強
化

に
併
せ
て
、
市
町
村
が
高
度
で
専
門
的
な

情
報
も
踏
ま
え
た
判
断
を
行
え
る
よ
う
、

専
門
家
か
ら
の
技
術
的
な
助
言
な
ど
、
市

町
村
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
（
写
真
１
参
照
）。

５５　

お
わ
り
に

　

お
わ
り
に

近
年
、
豪
雨
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化

し
て
い
る
。
行
政
は
防
災
対
策
の
充
実
に

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
く
が
、住
民
は
、

突
発
的
に
発
生
す
る
激
甚
な
災
害
に
対
し

て
、
既
存
の
防
災
施
設
や
行
政
主
導
の
ソ

フ
ト
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
。
国
民
の
一
人
一
人
が

主
体
的
に
行
動
し
、
災
害
を
ど
こ
か
遠
く

で
起
き
て
い
る
「
他
人
ご
と
」
と
し
て
捉

え
る
の
で
は
な
く
、「
わ
た
し
達
」
の
大

事
な
命
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
捉
え
な
け

れ
ば
、自
ら
の
命
を
守
る
こ
と
は
難
し
い
。

大
事
な
命
を
守
る
た
め
に
、平
時
か
ら「
わ

た
し
達
」
が
、
災
害
は
ど
こ
で
も
起
こ
り

う
る
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え

る
と
と
も
に
、
防
災
を
当
た
り
前
と
感
じ

て
生
活
に
取
り
込
む
防
災
の
日
常
化
を
通

じ
て
、「
災
害
文
化
」
を
醸
成
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
他
方
で
行
政
は
、「
わ

た
し
達
」
が
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の

行
動
に
対
す
る
支
援
を
惜
し
ん
で
は
な
ら

な
い
。

本
検
討
会
に
お
け
る
取
り
ま
と
め
を
受

け
て
、
住
民
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
取

組
を
進
め
、
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
が
一
人

で
も
少
な
く
な
る
よ
う
、
防
災
意
識
の
高

い
社
会
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待

す
る
。

連
絡
先　

０
３–

３
５
０
１–

５
６
９
３

担
当
者　

　

�

内
閣
府　

政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
付

　

参
事
官
（
調
査
・
企
画
担
当
）
付

　

風
水
害
対
策
調
整
官　

岩
井　

真
央　

（写真１）気象防災アドバイザーの活動の様子　

（出典）�令和３年７月からの一連の豪雨災害を踏まえた避
難のあり方について（報告）　参考資料１（補足
説明）より

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ21-00628（2021.4.19作成）

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3196号

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

昭
和
村
の
概
要

昭
和
２
年
11
月
に
野
尻
村
と
大
芦
村
が
合

併
し
て
誕
生
し
た
昭
和
村
は
、
間
も
な
く
村

政
95
周
年
を
迎
え
ま
す
。
福
島
県
の
南
西
部

に
位
置
す
る
本
村
は
県
内
７
つ
の
町
に
囲
ま

れ
、
東
西
16
・
８
㎞
、
南
北
21
・
55
㎞
、
周

囲
82
・
３
㎞
で
、
面
積
は
東
京
23
区
の
面
積

の
約
３
分
の
１
に
当
た
る
２
０
９
・
46
㎢
で

す
。
主
要
な
道
路
と
し
て
会
津
若
松
市
に
至

る
国
道
４
０
１
号
と
、
南
会
津
町
を
経
て
栃

木
県
に
至
る
国
道
４
０
０
号
が
あ
り
ま
す
。

国
道
４
０
１
号
博
士
峠
に
つ
い
て
は
施
工
中

の
ト
ン
ネ
ル
が
昨
年
貫
通
し
、
長
年
の
悲
願

で
あ
っ
た
供
用
開
始
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
村
内
に
あ
る
10
の
集
落
は
、
標

高
４
０
０
～
７
０
０
ｍ
に
あ
る
野
尻
川
、
玉

川
及
び
滝
谷
川
に
沿
っ
た
僅
か
な
平
坦
地
に

形
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
山
岳

地
の
農
山
村
で
、
２
ｍ
を
超
え
る
雪
が
降
り

積
も
る
特
別
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。
一

方
、
本
村
南
部
に
あ
る
国
天
然
記
念
物
「
駒

止
湿
原
」、中
部
に
あ
る
村
天
然
記
念
物
「
矢

ノ
原
湿
原
」、
村
内
各
地
で
湧
き
出
る
銘
水

な
ど
、
数
々
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
特
に
、新
緑
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、▲からむし織

か
ら
む
し
織
体
験
生
制
度

30
数
年
前
に
お
い
て
「
か
ら
む
し
」
は
、

全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
か
ら
む
し
」

を
始
め
と
す
る
本
村
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
平
成
６
年
度
に
「
織
姫
体
験
生
制

度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
か
ら
む

し
織
関
連
技
術
保
持
者
の
自
宅
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
す
る
形
式
で
し
た
が
、
平
成
７
年
度
以

降
は
村
施
設
で
の
共
同
生
活
と
し
ま
し
た
。

後
に
、
体
験
終
了
後
も
村
に
残
り
、
深
く
学

び
た
い
と
い
う
希
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
た

め
、
平
成
11
年
度
か
ら
は
最
長
で
３
年
間
の

「
研
修
生
制
度
」を
導
入
し
ま
し
た
。近
年
は
、

▲

昭
和
村
の
風
景

▲喰丸小と大銀杏

現地レポート 町村独自のまちづくり

福島県

昭和村

2022年（令和 4年） 4月11日　6

「
か
ら
む
し
織
の
里
奥
会
津
昭
和
村
　

「
か
ら
む
し
織
の
里
奥
会
津
昭
和
村
　

先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦
」

先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦
」

昭し
ょ
う

和わ

村む
ら

福
島
県
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3196号

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
交
流
・
観
光
拠
点

施
設
「
喰
丸
小
」
の
大
銀
杏
は
圧
巻
で
あ
り
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
に
は
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
の
加
盟
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
古
よ
り
伝
わ
る
か
ら
む
し
織
」
と
「
日
本

一
の
カ
ス
ミ
ソ
ウ
と
木
造
校
舎
が
残
る
昔

懐
か
し
い
農
山
村
風
景
」
が
本
村
の
地
域
資

源
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

令
和
２
年
国
勢
調
査
に
よ
る
本
村
の
人
口

は
、
ピ
ー
ク
時
（
昭
和
30
年
）
の
約
４
分
の

１
と
な
る
１
、
２
４
６
人
、
高
齢
化
率
は

55
％
超
と
公
表
さ
れ
た
も
の
の
、
減
少
率
は

昭
和
40
年
以
降
の
調
査
に
お
い
て
最
も
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ス
ミ
ソ
ウ
栽
培
を

希
望
す
る
新
規
就
農
者
、「
か
ら
む
し
」
や

昭
和
村
の
「
人
」
に
あ
こ
が
れ
て
入
村
す
る

織
姫
な
ど
、
移
住
者
に
よ
る
社
会
増
で
自
然

減
を
補
お
う
と
す
る
村
の
取
組
の
効
果
が
現

れ
始
め
て
い
ま
す
。

村
の
特
産
品
「
か
ら
む
し
」・

「
か
ら
む
し
織
」

「
か
ら
む
し
」
は
苧ち
ょ

麻ま

と
も
呼
ば
れ
、
背

丈
以
上
に
伸
び
る
イ
ラ
ク
サ
科
の
多
年
草
で

す
。
冷
涼
な
気
候
の
本
村
に
お
い
て
は
、
貴

重
な
換
金
作
物
と
な
る
「
か
ら
む
し
」
を
上

布
用
の
原
材
料
と
し
て
栽
培
し
続
け
、
根
株

を
増
や
し
守
っ
て
い
く
こ
と
で
、
絶
や
さ
ず

に
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
５
月

末
頃
に
行
わ
れ
る
「
か
ら
む
し
焼

き
」
で
は
、
か
ら
む
し
畑
の
表
面

を
焼
く
こ
と
に
よ
り
「
か
ら
む
し
」

の
発
芽
を
そ
ろ
え
、
成
長
が
均
一

に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。
収
穫
は

７
月
20
日
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

刈
り
取
っ
て
す
ぐ
に
数
時
間
か
ら

一
晩
程
度
、
掛
け
流
し
の
清
水
に

浸
け
た
後
、皮
の
部
分
を
丁
寧
に
剥
ぎ
取
り
、

か
ら
む
し
引
き
の
道
具
を
用
い
て
１
枚
ず
つ

表
皮
と
繊
維
に
分
け
て
い
き
ま
す
。
表
皮
を

そ
ぎ
落
と
し
て
い
く
こ
と
で
、
繊
維
に
薄
緑

が
か
っ
た
銀
白
色
の
光
り
輝
く
「
キ
ラ
」
と

呼
ば
れ
る
独
特
の
光
沢
が
現
れ
ま
す
。
11
月

以
降
、
乾
燥
さ
れ
た
繊
維
を
糸
の
太
さ
に
合

わ
せ
て
裂
き
、繊
維
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
ま
す
。

非
常
に
根
気
の
い
る
作
業
で
あ
り
、
帯
１
本

分
の
量
に
す
る
ま
で
に
約
３
か
月
を
要
し
ま

す
。
紡
が
れ
た
糸
を
昔
な
が
ら
の
地じ

機ば
た

や
高た
か

機は
た

に
か
け
、
手
織
り
さ
れ
て
で
き
た
「
か
ら

む
し
織
」
は
、
通
気
性
や
吸
湿
性
に
富
み
、

軽
く
て
し
な
や
か
で
肌
触
り
が
良
く
、
涼
し

い
着
心
地
は
夏
衣
と
し
て
最
高
級
と
評
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
３
年
に
、
か
ら
む
し
生
産
と
繊
維
に

加
工
す
る
技
術
が
国
の
選
定
保
存
技
術
に
指

定
さ
れ
、
平
成
23
年
に
は
「
会
津
の
か
ら
む

し
生
産
用
具
及
び
製
品
」
が
国
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
29
年
に
は「
奥
会
津
昭
和
か
ら
む
し
織
」

と
し
て
、
本
村
の
か
ら
む
し
を

用
い
た
地
機
織
が
国
伝
統
的
工

芸
品
の
指
定
を
受
け
た
ほ
か
、

令
和
３
年
に
は
伝
統
技
術
「
か

ら
む
し
織
」
の
伝
承
と
後
継
者

育
成
に
関
す
る
取
組
が
、
厚
生

労
働
省
主
催
の
「
地
域
発
！
い

い
も
の
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▲からむし織

か
ら
む
し
織
体
験
生
制
度

30
数
年
前
に
お
い
て
「
か
ら
む
し
」
は
、

全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
か
ら
む
し
」

を
始
め
と
す
る
本
村
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
平
成
６
年
度
に
「
織
姫
体
験
生
制

度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
か
ら
む

し
織
関
連
技
術
保
持
者
の
自
宅
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
す
る
形
式
で
し
た
が
、
平
成
７
年
度
以

降
は
村
施
設
で
の
共
同
生
活
と
し
ま
し
た
。

後
に
、
体
験
終
了
後
も
村
に
残
り
、
深
く
学

び
た
い
と
い
う
希
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
た

め
、
平
成
11
年
度
か
ら
は
最
長
で
３
年
間
の

「
研
修
生
制
度
」を
導
入
し
ま
し
た
。近
年
は
、

▲

背
丈
を
超
え
る
「
か
ら
む
し
畑
」

▲

乾
燥
さ
れ
た
「
か
ら
む
し
」
の
繊
維

7　2022年（令和 4年） 4月11日
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「
か
ら
む
し
」
と
「
か
ら
む
し
織
」
を
学
ぶ

こ
と
に
加
え
、
畑
作
業
体
験
、
生
活
工
芸
体

験
、
郷
土
料
理
体
験
な
ど
、
山
村
生
活
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
29
年
に
昭
和
村
か
ら
む
し
後
継
者

育
成
協
議
会
を
設
立
し
、
地
機
織
の
後
継
者

育
成
の
た
め
の
講
習
会
を
始
め
、
糸
づ
く
り

か
ら
織
り
に
至
る
ま
で
の
技
術
向
上
と
習
得

を
目
指
し
た
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、
令
和
３
年

度
ま
で
に
28
期
生
、
１
２
９
名
の
織
姫
と
彦

星
を
村
に
受
け
入
れ
、
そ
の
う
ち
30
名
を
超

え
る
方
々
が
村
内
で
生
活
を
続
け
て
い
ま

す
。

夏
秋
期
出
荷
量
日
本
一
の

昭
和
か
す
み
草

本
村
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
ま
す

が
、
戦
後
は
長
く
米
と
葉
タ
バ
コ
が
基
幹
作

目
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
60
年
、
葉
タ
バ
コ
の
廃

作
奨
励
が
契
機
と
な
り
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が

大
き
い
本
村
の
気
象
条
件
に
適
し
た
宿
根
カ

ス
ミ
ソ
ウ
の
栽
培
に
転
換
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
取
組
が
功
を
奏
し
、
今
で
は
夏
秋

期
の
出
荷
量
が
日
本
一
を
誇
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
村
集
出
荷
貯
蔵
施

設
を
通
し
て
出
荷
さ
れ
た
も
の
を
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
「
昭
和
か
す
み
草
」
と
呼
ん
で
お
り
、

花
が
大
き
く
日
持
ち
す
る
品
質
の
高
さ
が
特

徴
で
す
。
こ
の
集
出
荷
貯
蔵
施
設
、
い
わ
ゆ

る
「
雪
室
」
で
は
、
大
型
ダ
ン
プ
約
３
０
０

台
分
の
雪
を
搬
入
し
、
予
冷
庫
に
自
然
の
冷

気
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
に

は
予
冷
庫
の
拡
充
・
機
能
強
化
を
図
り
、
低

温
仕
分
室
か
ら
常
温
の
場
所
を
経
由
す
る
こ

と
な
く
、
直
接
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
込
み
が
可

能
と
な
る
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー

ン
（
低
温
流
通
体
系
）
を
確
立
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
染
色
液
を
茎
か
ら
吸

わ
せ
て
染
め
る
「
染
め
カ
ス
ミ
ソ
ウ
」
を
い

ち
早
く
開
発
し
、
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
ま

す
。
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
冠
婚
葬
祭
で
の
需

要
が
大
き
く
落
ち
込
む
一
方
、
巣
ご
も
り
需

要
や
、染
め
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
需
要
が
好
調
で
、

昭
和
か
す
み
草
の
販
売
額
は
令
和
３
年
度
に

過
去
最
高
と
な
る
５
億
６
千
万
円
を
超
え
ま

し
た
。
今
後
は
、
地
理
的
表
示
保
護
制
度
に

基
づ
く
「
昭
和
か
す
み
草
」
の
Ｇ
Ｉ
登
録
の

実
現
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

カ
ス
ミ
ソ
ウ
新
規
就
農
者

平
成
29
年
度
か
ら
新
規
就
農
者
を
募
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
「
か
す
み
の
学
校
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
昭
和
村
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
、
１
日
か
ら
４
泊

５
日
ま
で
の
研
修
期
間
の
中
で
、
ハ
ウ
ス
の

設
置
や
花
の
摘
み
採
り
な
ど
、
栽
培
全
般
に

つ
い
て
栽
培
農
家
か
ら
講
義
を
受
け
る
農
業

体
験
を
行
い
、
新
規
就
農
者
の
定
住
促
進
に

つ
な
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
も

あ
り
、
平
成
15
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で

の
間
に
24
組
33
名
を
受
け
入
れ
、
そ
の
う
ち

18
組
25
名
が
現
在
も
本
村
で
就
農
し
、
高
い

定
着
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

１
年
間
の
研
修
か
ら
始
め
る
方
と
直
接
経
営

を
始
め
る
方
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
６
組
10

名
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て

の
新
規
就
農
者
が
現
在
の
新
規
就
農
予
定
者

を
指
導
す
る
サ
イ
ク
ル
も
出
来
上
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
カ
ス
ミ
ソ
ウ
生
産
を
知
り
、
自
分

が
住
む
村
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
、
小
学
生

は
生
産
農
家
を
訪
問
し
た
り
雪
室
を
見
学

し
、
中
学
生
は
実
際
に
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
育
て

る
ほ
か
、
染
色
、
市
場
で
の
競
り
前
挨
拶
、

仲
卸
や
生
花
店
で
の
販
売
を
体
験
す
る
「
花

育
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
展
し
、
自
治
体
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
変
革
が
求
め
ら
れ
る
中
、
除

雪
車
両
を
遠
隔
操
作
す
る
実
証
実
験
や
、
公

共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
全
村
に
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を

整
備
す
る
た
め
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化

と
担
い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
１
つ
の
解
決
方
法
と
し
て
、
５
Ｇ
を

活
用
し
た
除
雪
車
両
の
自
動
運
転
に
向
け
た

実
証
実
験
を
始
め
ま
し
た
。令
和
３
年
度
は
、

▲染めカスミソウ

▲雪室
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４
Ｇ
で
あ
り
な
が
ら
も
既
存
の
除
雪
車
両
に

カ
メ
ラ
や
遠
隔
操
作
を
可
能
に
す
る
後
付
け

装
置
を
設
置
し
、
運
転
手
が
乗
車
す
る
こ
と

な
く
別
室
で
遠
隔
操
作
用
の
機
器
を
使
っ

て
、
通
行
止
め
に
し
た
公
道
４
０
０
ｍ
区
間

の
除
雪
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
別
の
公

道
を
選
定
し
、
通
行
止
め
に
せ
ず
５
Ｇ
を
活

用
し
て
遠
隔
操
作
す
る
実
験
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
行
政
や
村
民
が
農
業
・
福
祉
・

医
療
・
教
育
・
防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
１
つ
の

手
段
と
し
て
全
村
ど
こ
で
も
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
今
年

度
は
携
帯
電
話
の
不
通
エ
リ
ア
に
あ
る
カ
ス

ミ
ソ
ウ
の
ほ
場
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設

置
し
、
新
規
就
農
者
が
現
地
に
い
な
が
ら
に

し
て
、
遠
隔
で
栽
培
技
術
の
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト
農
業
実
践
支
援
事

業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

本
村
は
令
和
３
年
度
に
第
６
次
昭
和
村
振

興
計
画
を
策
定
し
、
１
０
０
年
後
も
昭
和
村

が
昭
和
村
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
ま
ず
は

こ
れ
か
ら
の
10
年
間
を
「
こ
こ
ち
よ
く
」
暮

ら
せ
る
よ
う
、基
本
構
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
村
を
含
む
会
津
地
方
13
市
町
村

と
県
会
津
地
方
振
興
局
で
は
、
地
域
住
民
が

健
康
で
文
化
的
な
満
足
度
の
高
い
生
活
を
実

現
し
、
地
域
経
済
が
持
続
的
に
発
展
で
き
る

よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
始
め
、
ア
ナ
ロ
グ

的
な
手
法
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
活
用

し
、
事
務
事
業
の
効
率
化
や
標
準
化
、
広
域

連
携
に
よ
る
地
域
の
課
題
解
決
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
年
１
月
に
「
人
生
１
０
０

年
時
代　

会
津
地
域
自
治
体
広
域
連
携
指

針
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
村
民
が
心

穏
や
か
に
、
不
安
な
く
暮
ら
せ
る
村
の
実
現

を
目
指
す
と
と
も
に
、
村
民
に
寄
り
添
っ
た

「
顔
の
見
え
る
行
政
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た

め
、
先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

昭
和
村
長　

舟
木　

幸
一

▲除雪車両の遠隔操作
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◎
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
場
選
定
で
支
援
を

－

総
務
省

　

総
務
省
は
２
月
25
日
、
災
害
廃
棄
物
対
策
の
行

政
評
価
を
発
表
し
た
。
災
害
廃
棄
物
の
発
生
量
は

調
査
市
町
村
の
９
割
で
推
計
し
て
い
る
が
、
う
ち

水
害
対
応
は
低
調
だ
っ
た
。
ま
た
、
大
半
が
必
要

な
仮
置
場
面
積
は
把
握
し
て
い
る
が
、
約
２
割
で

候
補
地
を
選
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
処

理
業
務
に
は
民
間
事
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
だ

が
、
協
定
で
「
仮
置
場
の
管
理
・
運
営
」
の
明
示

は
わ
ず
か
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
①
災
害
廃
棄
物

発
生
量
推
計
は
水
害
で
も
行
う
よ
う
災
害
廃
棄
物

対
策
指
針
を
改
定
、
土
砂
災
害
追
加
も
検
討
②
仮

置
場
が
選
定
さ
れ
な
い
要
因
・
課
題
を
検
証
し
選

定
を
支
援
③
民
間
事
業
者
団
体
等
と
実
効
性
あ
る

連
携
推
進

－

な
ど
を
環
境
省
に
勧
告
し
た
。

　

一
方
、
環
境
省
は
３
月
９
日
、
災
害
廃
棄
物
対

策
推
進
検
討
会
を
開
き
、
今
後
の
対
応
の
方
向
性

を
示
し
た
。
事
前
対
応
で
は
、
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
の
策
定
率
向
上
に
向
け
都
道
府
県
が
中
小
規

模
自
治
体
と
連
携
。
発
災
時
対
応
で
は
、
生
活
ご

み
・
避
難
所
ご
み
・
し
尿
の
収
集
運
搬
体
制
の
確

保
と
「
カ
ン
タ
ン
マ
ッ
プ
」
活
用
に
よ
る
被
災
時

の
災
害
廃
棄
物
の
収
集
支
援
と
「
初
動
対
応
の
手

引
き
」
等
の
周
知
・
改
訂
の
推
進
。
関
係
者
間
連

携
で
は
、
災
害
廃
棄
物
処
理
支
援
員
制
度
（
人
材

バ
ン
ク
）
の
活
用
と
継
続
的
な
制
度
周
知
、
支
援

員
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
を
進
め
る
と
し
た
。

◎
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
法
定
化
な
ど
農
業
経

営
基
盤
強
化
法
改
正
案

－

政
府

　

政
府
は
３
月
８
日
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
一
部
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
市
町
村
が
策

定
・
公
表
し
て
い
る
農
業
の
将
来
像
を
示
す
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
「
地
域
計
画
」
と
し
て
法
定
化

す
る
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村
が
農
業
者
や
農
業

委
員
会
、
農
地
バ
ン
ク
、
農
協
な
ど
と
協
議
の
場

を
設
け
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
地
域
の
将
来
の

農
業
の
在
り
方
や
農
地
の
総
合
的
利
用
に
関
す
る

目
標
（
地
図
）
を
定
め
た
「
地
域
計
画
」
を
策
定

し
公
告
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
①
農
業
委
員
会
は
地

域
計
画
の
達
成
に
向
け
農
地
所
有
者
に
よ
る
農
地

バ
ン
ク
へ
の
貸
付
を
促
進
②
農
地
バ
ン
ク
は
「
農

用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画
」
を
策
定
し
農
地
の

貸
借
を
促
進
③
都
道
府
県
が
農
業
を
担
う
者
の
確

保
・
育
成
の
方
針
を
策
定
し
、
農
業
経
営
・
就
農

支
援
の
体
制
整
備

－

な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

ま
た
、
政
府
は
同
日
、
農
山
漁
村
活
性
化
の
た

め
の
定
住
・
地
域
間
交
流
促
進
法
一
部
改
正
案
を

閣
議
決
定
し
た
。
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
農

山
漁
村
で
農
用
地
保
全
に
よ
る
荒
廃
防
止
と
活
性

化
を
進
め
る
た
め
、
自
治
体
が
作
成
す
る
①
活
性

化
計
画
に
農
用
地
の
保
全
事
業
を
追
加
②
所
有
者

移
転
等
促
進
計
画
に
農
用
地
の
保
全
事
業
を
追
加

－

す
る
ほ
か
、
自
治
体
は
活
性
化
計
画
作
成
・
実

施
の
た
め
農
林
漁
業
団
体
や
有
識
者
か
ら
な
る
協

議
会
を
組
織
で
き
る
と
し
た
。

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
65
％
が
任
期
終
了

後
も
地
域
で
活
躍

－

総
務
省

　

総
務
省
は
３
月
18
日
、
2
0
2
1
年
度
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
活
動
状
況
を
発
表
し
た
。
隊
員
数

は
前
年
度
比
4
5
5
人
増
の
6
、0
1
5
人
、受
入

自
治
体
も
同
20
団
体
増
の
1
、
0
8
5
団
体
と

な
っ
た
。
ま
た
、
21
年
３
月
末
に
任
期
終
了
し
た

隊
員
は
累
計
で
8
、0
82

人
だ
が
、そ
の
約
65
％

が
同
じ
地
域
に
定
住
。
ま
た
、
同
一
市
町
村
内
に

定
住
し
た
4
、292


人
の
う
ち
約
４
割
が
起
業
、

約
４
割
が
就
業
、
約
１
割
が
就
農
・
就
林
し
た
。

就
業
で
は
行
政
関
係
（
4
5
1
人
）
が
多
く
、
起

業
で
は
古
民
家
カ
フ
ェ
な
ど
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

（
2
6
5
人
）
が
多
か
っ
た
。

　

一
方
、
農
林
水
産
省
は
３
月
10
日
、
農
村
Ｒ
Ｍ

Ｏ
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
同
省
は
、

2
0
22

年
度
か
ら
「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
形
成
推
進
事

業
」
を
創
設
。
集
落
機
能
が
低
下
し
て
い
る
農
村

地
域
で
農
地
の
保
全
管
理
・
農
業
振
興
か
ら
買
物
・

子
育
て
支
援
な
ど
を
行
う
農
村
型
地
域
運
営
組
織

（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）の
形
成
を
支
援
す
る
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
小
田
切
徳
美
明
治
大
学
教
授
が
「
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
実
態
と
課
題
」、濱
田
健
司
Ｊ
Ａ
共
済

総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
が
「
農
福
に
よ
る
地
域

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
次
い
で
、
関
係
各

省
が
対
応
状
況
を
説
明
。
こ
れ
を
受
け
て
、
小
田

切
氏
が
「
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
形
成
は
典
型
的
な
総
合
行

政
で
、各
省
連
携
の
動
き
が
出
て
き
た
。
併
せ
て
、

人
材
育
成
も
必
要
だ
」
と
結
ん
だ
。

◎
市
町
村
主
体
の
公
共
事
業
投
資
が
4
・
6
％

増
加

－

総
務
省

　

総
務
省
は
3
月
22
日
、
2
0
1
9
年
度
の
行
政

投
資
実
績
を
発
表
し
た
。
国
や
自
治
体
の
行
政
投

資
総
額
は
25
兆
9
、
29

6
億
円
で
前
年
度
よ
り

8
、388


億
円
（
3
・
3
％
）
増
加
し
た
。
う
ち

都
道
府
県
主
体
事
業
は
８
兆
6
、8
1
2
億
円（
前

年
度
比
0
・
5
％
減
）、
市
町
村
主
体
事
業
は

11
兆
9
、
2
5
8
億
円
（
同
4
・
6
％
増
）、
国
主

体
事
業
は
５
兆
3
、
22

7
億
円
（
同
7
・
2
％

増
）
だ
っ
た
。
事
業
別
で
は
、
道
路
が
6
兆
1
、

1
6
8
億
円
（
同
1
・
4
％
増
）
で
、全
体
の
24
％

を
占
め
、
文
教
施
設
２
兆
7
、
1
5
7
億
円
（
同

26
％
増
）、
国
土
保
全
２
兆
6
、
3
1
8
億
円
（
同

17
％
増
）、
農
林
水
産
１
兆
8
、
1
5
4
億
円
（
同

５
％
増
）
が
続
く
。
事
業
目
的
別
で
は
、
生
活
基

盤
投
資
は
市
町
村
が
76
％
を
占
め
、
産
業
基
盤
投

資
で
は
国
50
％
、都
道
府
県
47
％
が
大
半
を
占
め
、

農
林
水
産
投
資
で
は
都
道
府
県
55
％
、
市
町
村

23
％
、
国
22
％
だ
っ
た
。
都
道
府
県
別
で
は
、
東

京
都
３
兆
1
3
0
億
円
を
ト
ッ
プ
に
、
北
海
道
、

愛
知
県
、
神
奈
川
県
、
大
阪
府
で
多
く
、
一
人
当

た
り
で
は
岩
手
県
55
万
1
、
2
0
9
円
を
ト
ッ
プ

に
福
井
県
、高
知
県
、福
島
県
、島
根
県
で
多
い
。

　

一
方
、
林
野
庁
は
３
月
23
日
、
2
0
2
0
年
度

の
公
共
建
築
物
の
木
造
率
を
発
表
し
た
。
公
共
建

築
物
全
体
の
木
造
率
は
13
・
9
％
で
前
年
度
よ
り

0
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
建
築
主
体
別
で
は
、
都

道
府
県
4
・
3
％
、
市
町
村
8
・
7
％
、
民
間
・

個
人
20
・
6
％
、
国
1
・
3
％
で
、
国
だ
け
が
前

年
度
よ
り
低
下
し
た
。

◎
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
袋
で
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

－

環
境
省

　

環
境
省
は
３
月
24
日
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ご
み
袋
導
入
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
ま
と
め
た
。
政
府
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
循
環
戦
略
」（
2
0
1
9
年
5
月
）
で
ご
み
袋

の
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
が
掲
げ
ら
れ

た
こ
と
を
受
け
た
も
の
。
指
定
ご
み
袋
は
83
％
の

自
治
体
が
導
入
。
う
ち
バ
イ
オ
ご
み
袋
の
導
入
は

43
団
体
、
導
入
予
定
は
67
団
体
だ
が
、
導
入
団
体

は
北
海
道
音
威
子
府
村
、
長
野
県
南
木
曽
町
、
鹿

児
島
県
南
大
隅
町
な
ど
幅
広
い
。導
入
目
的
は「
Ｃ

Ｏ
２
削
減
」（
94
％
）、「
住
民
意
識
の
向
上
」（
71
％
）

が
多
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
ご
み
袋
の
素
材
が

変
更
さ
れ
る
の
み
で
特
段
の
留
意
点
は
な
い
」
と

す
る
一
方
、
製
造
価
格
が
従
来
の
ご
み
袋
よ
り
平

均
で
20
～
25
％
高
い
た
め
、
導
入
に
は
住
民
に
例

え
ば
市
町
村
当
た
り
・
ご
み
袋
１
枚
当
た
り
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
な
ど

を
求
め
た
。
そ
の
う
え
で
、導
入
に
向
け
た
手
順
・

検
討
項
目
を
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
省
は
３
月
16
日
、
廃
棄
物
処
理
シ

ス
テ
ム
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
普
及
促
進
方
策
を

テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
同
省
の

取
組
解
説
に
続
き
、
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

溝
田
健
一
氏
が
「
一
般
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
指

針
の
意
義
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
役
割
・
方
向
性
」、
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の
井
伊
亮
太
氏
が

「
地
域
の
廃
棄
物
分
野
の
温
暖
化
対
策
に
向
け
た

実
行
計
画
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田　

正
夫
）
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近年、自然災害が増加し、全国各地で甚大な被害が発生しています。中でも、豪雨災害の発生要因となっ
ている線状降水帯は、今後も多く発生することが予想されています。
毎年多くの避難指示等が発令されますが、発令の約₉割以上が災害救助法の適用にいたっていません。
未適用となり、住民の避難のために発生した費用は、すべて自治体の財源で賄わなければなりません。
その財政負担を軽減するのが「災害対策費用保険制度」です。
想定外の自然災害が増加する昨今の状況を踏まえ、住民の生命・身体の保護を図るため、ぜひ災害対策
費用保険制度をご活用ください。

実際に活用している町村長からは「加入していてよかった」との声が届いています！

梅雨前線に伴う大雨により、避難
準備・高齢者等避難開始を発令。
消防団員の出動手当や庁舎内・避
難所に配置した職員の超過勤務手
当などにかかった費用の半額が保

険から支払われ、財政上、助かった。保険の
請求手続きが、それほど煩雑ではないところ
も良かった。

保険のおかげで早めに判断できた
ことにより、地域住民への避難指
示の呼びかけがスムーズに行え
た。また、消防団の出動手当（※）

も保険対象となることから、迷わ
ず要請できた。

※加入している町村が支出した出動手当が対象

応急救助等にかかる
費用が対象！

ただし、災害救助法の適用を受けた災害
は対象外となります。

新型コロナウイルス
対策費用も対象！

感染症対策としてホテルを借りる場合は
『避難所の設置』で、マスク･消毒液等は
『応急救助費』の消耗品費で対象です。

●台風による避難指示等の具体事例

事故概要（令和2年度発生／九州）
台風10号の接近に伴い、大雨や暴風による人的
被害発生の可能性があるため避難勧告を発令。
避難所を9箇所開設し、583名が避難した。

保険金支払
食料・飲料代、毛布のクリーニング代として約
106万円、職員の超過勤務手当約366万円の合計
約472万円の保険金が支払われた。

●令和２年度加入実績
加入団体数 331団体

加入団体保険料（オプション除く） 250,888,552円

加入団体保険料平均 757,971円

●令和２年度支払実績
支払件数 319件

支払保険金 326,398,743円

支払保険金平均 1,023,194円

補償内容の詳細は「町村.com」をご覧ください。（https://www.zck.or.jp/choson/）
加入の申し込み、お問い合わせはお近くの都道府県町村会までご連絡ください。

災害対策に
役立っています！ 災害対策費用保険制度災害対策費用保険制度 をご活用ください をご活用ください
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忠
岡
町
は
、
大
阪
府
の
西
南
部
、
大
阪

湾
に
面
す
る
臨
海
平
坦
部
に
位
置
し
、
泉

北
郡
に
唯
一
属
す
る
町
で
す
。
東
西
に
長

く
、
南
北
に
短
い
地
形
で
、
そ
の
面
積
は

３
・
97
㎢
の
「
日
本
一
小
さ
な
ま
ち
」
で

あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
、
本
町
は
昭
和
14
年
の
町
制

か
ら
80
年
、
明
治
22
年
の
忠
岡
村
誕
生
か

ら
は
１
３
０
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
町
村
合
併
が
激
し
い
我
が
国

で
１
０
０
年
有
余
に
わ
た
り
町
域
に
変
更

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て

珍
し
く
、
本
町
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
ま

す
。
そ
の
歴
史
を
辿
る
と
、
明
治
時
代
に

お
い
て
は
主
に
漁
業
が
、
大
正
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
は
繊
維
工
業
が
盛
ん
で
あ

り
ま
し
た
。
現
在
は
、
大
阪
中
心
部
の
難

波
や
関
西
国
際
空
港
へ
電
車
で
約
30
分
と

い
う
利
便
性
も
あ
り
、
通
勤
・
通
学
都
市

と
し
て
１
６
、
７
６
１
人
（
令
和
４
年
１

月
末
現
在
）の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
本
町
で
は
、
伝
統
行
事
『
だ
ん

じ
り
祭
り
』
が
有
名
で
す
。
こ
の
祭
礼
は

江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
お

り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
毎
年
10
月
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
だ
ん
じ
り
が
町
内
を

疾
走
す
る
光
景
は
圧
巻
で
、
毎
年
多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

芸
術
文
化
・
歴
史
に
ま
つ
わ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
正

木
美
術
館
に
は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
等

を
含
む
東
洋
古
美
術
品
約
１
、
３
０
０
点

を
収
蔵
・
展
示
し
て
お
り
、
季
節
に
応
じ
て

異
な
る
展
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
菅
原
道
真
公
が
主
祭
神
の
忠
岡
神

社
に
は
、
高
浜
虚
子
、
高
浜
年
尾
、
稲
畑

汀
子
の
三
代
句
碑
が
あ
り
、
忠
岡
町
の
ほ

か
、
兵
庫
県
芦
屋
市
、
福
岡
県
筑
紫
野
市

に
し
か
な
い
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

本
町
は
、
観
光
地
や
公
共
施
設
等
が
集

約
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
す
。
前
述

以
外
の
観
光
地
等
に
つ
い
て
も
気
軽
に
散

策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
越
し

の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

こ
の
歴
史
情
緒
溢
れ
る
本
町
よ
り
、
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
前
田
健
太
投

手
を
は
じ
め
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

５
０
０
ｍ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
西
谷
岳
文

氏
、
１
９
８
５
年
世
界
柔
道
選
手
権
大
会

無
差
別
級
等
で
優
勝
さ
れ
た
正
木
嘉
美

氏
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
１
軍

監
督
の
藤
本
博
史
氏
等
多
く
の
著
名
人
が

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
文
化

に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
と
生
け
花
を
融
合
し
た
「
装
花
」
の
分

野
を
開
拓
さ
れ
た
花
人
の
赤
井
勝
氏
等
が

ご
出
身
で
す
。
著
名
人
の
活
躍
は
私
た
ち

町
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
誇
り
で
あ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
が
令
和
２
年
10
月
に
第
12
代
忠
岡
町

長
に
就
任
し
、
早
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

住
民
の
皆
様
の
生
命
・
財
産
を
い
か
に
守

る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
、
日
々
、

そ
の
使
命
の
大
き
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

将
来
へ
の
夢
と
希
望
を
持
つ
た
め
の
施

策
と
し
て
、
第
一
に
教
育
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。
少
人
数
制
学
級
の
編
成
や
学

力
向
上
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
に
加
え
、
昨

年
か
ら
は
適
応
指
導
教
室
の
設
立
を
す
る

等
、
き
め
細
か
な
指
導
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
現
場
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
す
る
未
然
防

止
、
早
期
発
見
、
早
期
解
決
に
傾
注
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
町
内
在

住
の
中
学
生
か
ら
大
学
生
を
対
象
と
し
た

英
語
検
定
受
験
料
補
助
事
業
を
実
施
す
る

等
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

第
二
に
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
介
護
予
防
等
の
一
助
と
な
り

且
つ
家
庭
で
も
気
軽
に
運
動
が
で
き
る

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操
動
画
」
の
作
成

並
び
に
配
信
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
立
支
援
・
重
度
化
防

止
の
取
組
推
進
や
、
認
知
症
発
症
初
期
か

ら
適
切
な
支
援
が
行
え
る
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
ほ
か
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
推
進

も
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
施
策
は
一
例
で
あ
り
、

防
災
、
子
育
て
、
人
権
、
都
市
計
画
等
に

お
い
て
も
真
摯
に
向
き
合
い
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

角
度
・
視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
つ
つ
、
誰

も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
『
た
だ
お
か
』

を
創
る
た
め
、「
ス
ピ
ー
ド
」「
決
断
」「
実

行
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
。

随  想

　大阪府忠
ただ

岡
おか

町長　

わが町『ただおか』

杉
すぎ

原
はら

　健
きよ

士
し
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